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大 森の 鶏の 話が 終っても、 半 七 老人の 話 はやまない。 

今夜 は 特に 調子が 付いた とみえて、 つづいて 又 話し 出 

した。 

「唯今お 話 をした 大 森の 鶏、 鈴ケ 森の 人殺し …… 。 そ 

れと 同じ 舞台で、 また 違った 事件が あるんで すよ。 ま 

あ、 ついでに お聴きく ださい。 御 承知の 通リ、 江戸 時 

代の 鈴 ケ森は 仕置場で、 磔刑 や 獄門の 名所です。 それ 

ですから 江戸の 悪党なん か は 『おれの 死ぬ とき は 畳の 

上 じゃあ 死なね え。 三尺 高い 木の 空で、 安房 上 総 を ひ 



舞台に 使われ 易 いんです。 

わたくしの 話 はいつ も 前口上が 長いので 恐れ入 リま 

すが、 これ だけの 事 をお 話し 申して 置かない と、 今 ど 

きのお 方に は 呑み込みに くいだ ろうと 思います ので… 

ほん も A 

〜。 いや、 もうこの くらいに して、 本文に 取り かかり 

ましょう」 

安政 六 年の 春から 夏に かけて、 鈴ケ 森の 緦 手に 悪い 

狐が 出る という 噂が 立った。 品 川に 碇泊して いる 異国 

の 黒船から 狐 を 放した の だな どと、 まことしやかに 伝 

える 者 もあった。 いずれにしても、 その 狐 はいろ いろ 



の 悪戯 をして、 往来の 人々 を たぶらかす というの であ 

る。 さなき だに 物騒の 場所に、 悪い 噂が 又 ひとつ 殖え 

て、 気の 弱い 通行人 を おびやかした。 

四月 二十 八日の 夜の 五ッ (午後 八 時) を 過ぎる 頃に、 

巳 之 助と いう 今年 一 一十 二の 若い 男が この 物騒な 場所 を 

たまち 

通りかかった。 芝の 田 町に 小 伊勢と いう 小 料理屋が あ 

る。 巳 之 助 は そこの 総領息子で、 大 森の 親類 をたず ね 

た 帰り道であった。 この頃 はいろ いろの 忌な 噂が ある 

から、 今夜 は 泊まって ゆけ と 勧められ たので あるが、 

巳 之 助 は 若い 元気と 一杯機嫌 とで、 振り切って 出て 来 

た。 



これで 鈴ケ 森の 怪談が また 一 つ 殖えた のであった。 

巳 之 助の 一 件から 十日 ほどの 後で ある。 京の 織物 

あきんど 

商人の 逢坂 屋伝 兵衛が 手代と 下男の 三人 づれ で、 鈴ケ 

森 を 通りかかった。 本来なら ば 川 崎 あたりで 泊まって、 

あしたの 朝のう ちに 江戸 入りと いうので あるが、 江戸 

を 前に 見て 宿 を 取る に は 及ぶまい。 急いで 行けば 四ッ 

(午後 十 時) 過ぎに は 江戸へ はいられ ると、 一 行 三人 は 

夜道 をい とわずに 進んで 来た。 彼ら は 例の 狐の 噂な ど 



う。 あしたの 朝、 一緒に 行って くれ」 

さ つき 

あくる 朝 は いわゆる 皐月 晴れで、 江戸の 空 は 蒼々 と 

晴れ渡つ ていた。 朝の 六ッ半 (午前 七 時) 頃に 松吉が 

誘いに 来たので、 半 七 は 連れ立って 出た。 

さ 

「出が けに 小 伊勢に 寄ります か」 と、 松吉は 訊いた。 

「狐に 化かされた 野郎の 詮議 はま あ 後 廻し だ。 真つ 直 

ぐに 浜 川まで 行こう」 

品 川 を 通り過ぎて 浜 川へ かかる と、 丸 子と いう 小 料 

理屋が ある。 ここ は 先夜、 小 伊勢の 巳 之 助が 転げ込ん 

だ 家で ある。 半 七 はこ こへ 寄って、 当夜の 模様な ど を 

詳しく 訊いた。 これから 鈴 ケ森を ひと 廻りして 来る と 



卷 煙草と いう ものの 吸い殻 だ。 おれ も 天狗の 話 を 聴い 

た 時に、 ふっと 胸に 浮かんだ の だが …… 。 おい、 松。 

もう 一 度 あすこ を 見ろ よ」 

きせるの 先で 指さす 品 川の 沖に は、 先月から ィ ギリ 

くろふね 

スと アメリカの 黒船が 一艘ず つ 碇泊して いるの が、 大 

きい 鯨の ように 見えた。 巻 煙草の ぬしが その 船の 乗組 

員で ある こと を、 松吉 はすぐ に覚 つた。 

「成程、 こり や あ 親分の 云う 通り だ。 そうすると、 異 

人の 奴ら が あがって 来て、 i 戯を する のかね」 

「そうか も 知れね え」 

「だれが 云い 出した のか 知らね えが、 品 川の 黒船から 



「坂 井屋 じゃあ 異人 を 泊める のかえ」 と、 半 七 はまた 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「泊め や あしません。 坂 井屋は 宿屋じゃありません か 

ら …… 。 それに 異人 は 船へ 帰る 刻限が やかまし いので、 

その 刻限になる とみんな 早々 に 帰つ てし まう そうで… 

…。 どんなに 酔って いても、 感心に さっさと 引き揚げ 

て 行く そうです」 

「そんなに 金 放れが よくつ ちゃ あ、 今 も 云う 慾の 世の 

中 だ。 その 異人に 係り合い でも 出来た 女が あるかえ」 

「さあ、 それ はどうで すか。 いくら 金 放れが よくって 

も、 まさかに 異人 じゃあ …… 」 と、 女中 はまた 笑った。 



「誰 だ つ て 相手になる 者 はありますまい」 

「手 を 握らせる ぐらいが 関の山 かな」 と、 松吉も 笑つ 

た。 「それで 一歩 も 二 歩 も 貰えり や あいい 商法 だ」 

「 H.0 ま 矛 ま ま II 

女中 は 铫子を かえに 立った。 そのうし ろ 姿 を 見送つ 

て、 松吉 はさ さやいた。 

「成程、 親分の 眼 は 高け え。 人ち がいの 相手 は 坂井屋 

のお 糸です ね」 

「まあ、 そうだろう。 そのお 糸が 黒船の マドロスと 出 

来 合って 逃げたら しいな」 

「それ を 自分の 馴染の 女と 間違える というの は、 巳 之 



よ 熱心に 耳 を 傾けて いた。 

「じゃあ、 三 島 屋へも 外国の ドル を 両替え に 行った 奴 

が あるの か。 実は 半 七、 奉行所の 方へ もこう いう 訴え 

が 出た の だ」 

きのう 

おとといから 昨日へ かけて、 日本 橋で 二 軒、 京 橋で 

一 軒の 大きい 両替屋へ 外国の ドル を 両替え に 来た 者が 

ある。 全体の 金高 は 十二 三両 であるが、 あとで 調べて 

みると 其の 三分の 二 は 贋金で ある。 最初の 見せ金に は 

本物 を 見せて 油断 させ、 それから 贋金 を まぜて 出す の 

である。 つまり は 本物と 贋物と を まぜて 使う ので ある 

が、 しょせん は 一種の 寶金 K いで ある こと は 云う まで 



き 

H ヽ ち。 
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「出這入り をす る処 か、 坂 井 屋へは 黒船の 異人が 大勢 

あつまって 来て 金 ビラ を 切る ので、 ぉ此は 商売 を そつ 

ちのけに して、 この頃 は 毎日の ように 這入り込ん でい 

るそう です」 と、 熊 蔵 は 答えた。 

「そうすると、 お 糸と も 懇意だろう」 と、 半 七 は 云つ 

た。 「お 糸の 龃け 落ちに もお 此が 係り 合って いるの 

じゃあね え か」 

「そうか も 知れません。 ともかくもお 此を 挙げてし ま 

いまし ようか」 

「熊 谷 の 旦那から もお 指図が あつたの だ。 女 ひとりに 



戸辺へ 行った のでしょう」 

「そうか」 

半 七 は 少し 失望した。 ぉ此 はきょう も 江戸 辺へ 仕事 

に 行った のか も 知れない。 さりと て、 今更むな しく 

引つ 返す わけに も 行かない ので、 権 七に 別れて 三人 は 

浜 川へ むかった。 

「お 此が 留守 じゃあ 困り ましたね」 と、 熊 蔵 は あるき 

ながら 云った。 

「まあ、 いい。 おれに 考えが ある」 と、 半 七 は 答えた _ 

「建具屋の 伊之助と いうの は 何処 だ。 案内して くれ」 

「ようがす」 



松吉は 先に 立って ゆく と、 かの 丸 子の 店から 遠くな 

いところ に 小さい 建具屋が 見いだ された。 松吉の 説明 

によると、 親父の 和 助 は 中気の ような 工合で ぶらぶら 

している ので、 店の 仕事 は 枠の 伊之助と 小僧 ひとりが 

引き受けて いると いうので ある。 勿論、 貸家 普請の 建 

具 ぐら い の 仕事が 精々 と 思われる よ うな 店 付き であつ 

た。 表から 視 くと、 伊之助 は 小僧 を 相手に、 安物の 格 

子 戸 を 削って いた。 松吉は 声をかけた。 

「おい、 伊 之。 親分が おめえ に 用が ある。 三 河 町の 半 

七 親分 だ。 すぐ 出て 来て くれ」 
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「はい、 はい」 と、 伊之助 は 鉋屑 を かき 分けながら 出 



しそう さと しげた だ 

の 白状ば かり じゃあね え。 四 相 を覚る Y J の 重忠が 貴様 

の 人相 を 見抜いて しまったの だ。 これ、 よく 聞け。 貴 

様 は 前から 坂井屋 のお 糸と 出来て いた。 そこへ 横合い 

からお 此 という 女が 出て 来て、 貴様 は 又 そいつに 生け 

捕られて しまった。 ぉ此は 年上で、 おまけに 質の よく 

ねえ 奴 だから、 邪魔者 の お 糸 を 遠ざけよう として 悪法 

をた くらんだ。 さあ、 それに 相違 あるめえ」 

腕 をつ かんで 一 つ 小突かれて、 伊之助 は危く 倒れ そ 

うにな つた。 半 七 は 暫く 黙って その 顔 を 睨んで いた。 

この 時、 横町の 入口から 一人の 女が 龃け 込んで 来た。 

その あとから 熊 蔵と 松吉が 追って 来た。 女が ぉ此 であ 



りして いたんで すが、 元来が 身持ちの よくない 奴で、 

板の間稼ぎ やちょつ くら 持ち や 万引き や、 いろいろの 

悪い こと をして、 女の くせに 入墨 者、 甲 州から 相 州 を 

股に かけて、 流れ 渡った 揚げ句に、 再び 江戸へ 舞い戻つ 

て、 前に も 申す 通リ、 小間物の 荷 を さげて 歩いたり、 

近所の 茶屋の 手伝い をしたり して、 まあ 無事に 暮らし 

ていたんで すが、 それでお となし くして いるよう な 女 

じゃあありません。 ぉ此 はこと し 三十 八、 相当の 亭主 

かたぎ 

でも 持って 堅気に 世 を 送れば いいんで すが、 いっか 近 

所の 建具屋の せがれの 伊之助に 係り合い を 付けて …… _ 

伊之助 は 二十 一 で、 親子 ほど も 年が 違う のです が、 お 



間 は 表へ 出る ことが 出来ない ので、 暗くなる と 散歩に 

出る。 今夜 も 丁度に そこへ 来合わせて、 巳 之 助 をな ぐ 

リ 倒して お 糸 を 救つ たんです。 それから 自分の 隠れ家 

へ お 糸 を かかえて 行って 介抱す ると、 お 糸 は 息 を 吹き 

返しました。 そこで、 どういう 相談が 出来た のか、 お 

糸 は 坂 井屋へ 帰らずに、 ジョ ー ジの ところへ 一緒に 隠 

れる ことにな りました。 

ジョ ー ジを隠 まった 九兵衛 という 百姓 は、 別に 悪い 

奴ではありません が、 ひどく 慾 張って いる。 その 慾 か 

らお 此に 抱き込まれて、 ジョ ー ジを隠 まった のが 身の 

わざ わ 、-. 

禍 となった のです。 お 糸が 転げ込んで 来た こと を 九 
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